
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

民
主
党
鳩
山
新
政
権
は
「
２
０
２
０

年
ま
で
のCO

2 

25
％
削
減
」
を
宣
言
し

た
。

　

巷
で
は
様
々
な
議
論
が
行
き
交
っ
て

い
る
。
当
然
本
気
で
立
ち
向
わ
な
け
れ

ば
達
成
で
き
る
は
ず
が
な
い
。

　

昨
今
「
グ
リ
ー
ン
・
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー

ル
」
政
策
が
世
界
的
に
注
目
さ
れ
て
い

る
。CO

2

削
減
の
た
め
石
油
な
ど
の
化

石
燃
料
か
ら
脱
却
し
て
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
の
投
資
や
環
境
対
策
の「
グ

リ
ー
ン
ジ
ョ
ブ
」
に
よ
っ
て
、
景
気
浮

揚
と
雇
用
創
出
を
図
る
政
策
で
あ
る
。

欧
米
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
を
支
援
す
る
政
策
や
取
り
組
み
が

積
極
的
に
行
わ
れ
、
広
く
普
及
し
て
い

る
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
、
自
然

界
で
起
こ
る
現
象
か
ら
取
り
出
す
こ
と

が
で
き
、
一
度
利
用
し
て
も
再
生
可
能

な
、
枯
渇
し
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の

こ
と
で
あ
る
。（
別
図
）

　

今
回
は
数
あ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
中
で
、
我
々
の
ご
く
身
近
に
存

在
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
に
つ
い
て
考
え
て

み
る
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
と
は
「
生
物
由
来
の
物

質
、
食
料
や
資
材
、
燃
料
、
資
源
」
と

考
え
ら
れ
る
。
特
に
、
再
利
用
と
か
リ

サ
イ
ク
ル
と
い
わ
れ
る
バ
イ
オ
マ
ス
は
、

生
物
由
来
の
資
源
と
言
え
る
。

　

生
物
は
大
き
く
植
物
、
動
物
、
菌
類

（
き
の
こ
、カ
ビ
）
な
ど
に
分
け
ら
れ
る
。

植
物
由
来
の
バ
イ
オ
マ
ス
を
植
物
バ
イ

オ
マ
ス
と
い
い
、
植
物
バ
イ
オ
マ
ス
は
、

水
中
の
藻
や
水
草
か
ら
な
る
水
生
バ
イ

オ
マ
ス
、
雑
草
や
サ
サ
、
農
作
物
か
ら

な
る
草
本
バ
イ
オ
マ
ス
、
木
が
由
来
と

な
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
、
由
来
と

な
っ
た
植
物
の
形
態
に
よ
っ
て
分
類
す

る
。

　

そ
の
他
、
動
物
の
死
骸
や
糞
な
ど
の

動
物
バ
イ
オ
マ
ス
、
生
ゴ
ミ
や
産
業
廃

棄
物
の
廃
棄
物
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
が
あ

る
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
は
植
物
主
体
の
資
源
で
、

そ
の
成
長
過
程
で
太
陽
光
を
吸
収
し
て

光
合
成
を
行
い
、
大
気
中
のCO

2

を
吸

収
す
る
。
全
て
の
バ
イ
オ
マ
ス
の
も
と

は
、
太
陽
の
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
空
気
中

の
二
酸
化
炭
素
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

太
陽
と
水
と
炭
酸
ガ
ス
そ
し
て
植
物

が
あ
る
限
り
永
遠
に
つ
く
り
続
け
る
こ

と
が
出
来
る
。こ
れ
を
資
源
と
し
て
使
っ

た
際
、
放
出
さ
れ
るCO

2

の
量
は
、
光

合
成
で
吸
収
し
た
量
と
ほ
ぼ
同
じ
で
吸

収
す
る
量
と
、
放
出
す
る
量
が
同
量
で

大
気
中
のCO

2

を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に

は
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
特
性
の
こ
と
を
「
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
と
呼
ぶ
。

　

昔
は
森
林
や
緑
が
多
く
あ
っ
た
お
か

げ
でCO

2

の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
た

が
、森
林
の
大
量
伐
採
、化
石
ネ
ル
ギ
ー

の
大
量
消
費
に
よ
る
必
要
エ
ネ
ル
ギ
ー

量
の
増
加
に
伴
い
、CO

2

の
バ
ラ
ン
ス
が

完
全
に
崩
れ
て
し
ま
っ
た
。
つ
ま
り
今

の
地
球
はCO

2

が
多
す
ぎ
、
結
果
と
し

て
地
球
温
暖
化
現
象
を
引
き
起
こ
す
に

至
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

光
合
成
に
よ
っ
て
つ
く
り
だ
さ
れ
る

バ
イ
オ
マ
ス
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
換
算
す

る
と
、
世
界
人
類
が
使
用
し
て
い
る
全

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
８
～
10
倍
も
あ
る
と
言

バ
イ
オ
マ
ス
に
つ
い
て

バ
イ
オ
マ
ス
と
は

再生可能エネルギー
（実用段階）

自然エネルギー

太陽光発電
風力発電
地熱発電
波力発電
太陽熱利用
雪氷熱利用

バイオマスエネルギー
バイオマス発電
バイオマス熱利用
バイオマス燃料利用

リサイクルエネルギー

廃棄物発電
廃棄物熱利用
廃棄物燃料利用
温度差エネルギー

従来型エネルギーの新利用形態
（普及段階）

クリーンエネルギー自動車
天然ガスコージェネレーション
燃料電池

再生可能エネルギー

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
は
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わ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
バ
イ
オ
マ

ス
が
成
長
す
る
場
所(

森
林
な
ど)

と

我
々
が
生
活
す
る
場
所
が
離
れ
て
い
た

り
、
嵩
張
っ
て
い
て
、
石
油
や
石
炭
な

ど
の
化
石
燃
料
に
比
べ
て
扱
い
に
く
い

な
ど
の
理
由
で
、
今
ま
で
は
あ
ま
り
利

用
出
来
な
か
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
近
年
、
地
球
温
暖
化
防

止
の
切
り
札
の
一
つ
と
し
て
注
目
を
浴

び
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
バ
イ
オ
マ
ス
ニ
ッ
ポ
ン
総
合
戦
略
」

で
は
バ
イ
オ
マ
ス
を
①
廃
棄
物
系
バ
イ

オ
マ
ス
、
②
未
利
用
バ
イ
オ
マ
ス
、
③

資
源
作
物
の
三
つ
に
区
分
し
て
い
る
。

①
廃
棄
物
系
バ
イ
オ
マ
ス

　

生
ゴ
ミ
、廃
食
油
、剪
定
枝
、廃
木
材
、

家
畜
の
し
尿
、
下
水
汚
泥
等
の
廃
棄
物

系
バ
イ
オ
マ
ス
は
、
そ
の
利
活
用
に
係

る
費
用
面
等
の
経
済
性
を
考
え
た
場

合
、
逆
有
償
、
す
な
わ
ち
、
廃
棄
物
処

理
費
を
付
加
し
て
収
集
さ
れ
る
た
め
、

そ
の
費
用
を
利
活
用
の
た
め
の
コ
ス
ト

と
し
て
使
用
で
き
、
今
後
も
利
用
率
が

向
上
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
食
品
循
環
資
源
の
再
生
利

用
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
、
建
設
工

事
に
係
る
資
材
の
再
資
源
化
等
に
関
す

る
法
律
等
、
個
別
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
規

制
の
基
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
製
品
と
し
て

利
活
用
さ
れ
、
今
後
、
制
度
の
浸
透
、

収
集
・
輸
送
、
変
換
の
効
率
化
等
に
よ
っ

て
、
さ
ら
に
そ
の
利
活
用
の
進
展
が
期

待
さ
れ
る
。

②
未
利
用
バ
イ
オ
マ
ス 

　

間
伐
材
、
稲
ワ
ラ
、
バ
ガ
ス
（
サ
ト

ウ
キ
ビ
の
搾
り
粕
）、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

茎
芯
葉
等
、
生
産
・
排
出
者
側
の
努
力

に
よ
る
効
率
的
な
収
集
シ
ス
テ
ム
の
確

立
等
、
生
産
・
流
通
・
加
工
の
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
、
製
品
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の

拡
大
を
目
指
し
た
、
新
た
な
技
術
を
活

用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
導
入
等
に

よ
り
、
そ
の
利
活
用
が
進
む
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

③
資
源
作
物

　

サ
ト
ウ
キ
ビ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
パ
ー

ム
ヤ
シ
、
米
等
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
や
製

品
材
料
と
す
る
こ
と
を
主
目
的
に
栽
培

さ
れ
る
作
物
で
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
等
か
ら

バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
を
製
造
し
、
ガ
ソ

リ
ン
と
の
混
合
燃
料
と
し
て
利
活
用
す

る
な
ど
の
実
験
・
実
証
レ
ベ
ル
の
取
組

が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

一
方
で
は
食
料
生
産
と
競
合
す
る
と

い
う
大
き
な
問
題
が
あ
る
。
食
料
自
給

率
向
上
と
と
も
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給

率
向
上
等
の
た
め
資
源
作
物
問
題
へ
真

剣
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
今
後
避
け
ら

れ
な
い
重
要
課
題
と
な
る
。

　

日
本
国
内
で
の
バ
イ
オ
マ
ス
の
発
生

規
模
（
収
集
可
能
量
）
は
別
図
の
通
り

で
あ
る
。
い
ず
れ
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
、
ま
た
産
業
資
源
と
し
て
、
利
用
し

や
す
い
形
に
変
換
す
る
必
要
が
あ
り
、

代
表
的
な
変
換
方
法
が
「
発
酵
」、「
ガ

ス
化
」、「
発
電
」、「
固
形
化
」、「
液
状
化
」

等
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
を
い
か
に
効
率
よ
く
利
活
用

す
る
か
が
最
重
要
課
題
と
な
る
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
又
は
産

業
資
源
と
し
て
、
製
品
に
変
換
す
る
技

術
は
、
実
用
化
段
階
か
ら
、
研
究
開
発

段
階
ま
で
、
周
辺
技
術
も
含
め
研
究
・

技
術
開
発
が
進
め
ら
れ
、
今
後
新
た
な

環
境
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
事
業
化
が
お

お
い
に
期
待
さ
れ
る
。

　

資
料　

バ
イ
オ
マ
ス
ニ
ッ
ポ
ン
総
合

戦
略
他（

中
小
企
業
診
断
士　

布
施
光
義
）

バ
イ
オ
マ
ス
の
種
類

バ
イ
オ
マ
ス
の
賦
存
（
収
集
可
能
）
量

バイオマスの賦存量

バイオマスの種類
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